社団法人日本内部監査協会発行　内部監査品質評価ガイド〔抜粋〕　第３部第７章

第７章　外部評価者選任時の留意事項


■解説
（１）外部評価者の選任
外部評価者の適格性や独立性の要件について、内部監査部門長が十分認識しているとは必ずしもいえない。

適格な評価者または評価チームは、内部監査の専門職的実践および外部評価プロセスに関する有能な個人から構成される。評価者または評価チームの適格性の評価は、評価を実施するために選ばれた個人の専門職としての内部監査の経験と専門職としての資格認定を勘案した判断に基づく。適格性の評価は更に特定の領域、業種、技術の知識に対するニーズを考慮すると同時に、評価対象の内部監査部門の所属する組織体の規模や複雑性と、評価者の経験が見合うかを勘案する。

　独立した評価者または評価チームは実質的なまたは外観上の利害関係を持たず、対象となる内部監査部門の属する組織の一部または支配下でないことを意味する。
そこで本章では内部監査部門長が外部評価者を選任する際のフローを例示し、外部評価者の選任に当たり外部評価の提供者から情報を得るための４種の雛形を提示する。自己評価と独立した検証の外部検証者も同様である。
（２）外部評価者の選任フロー

（３）外部評価者選任のための適格性と独立性のチェックリスト雛形

外部評価者選任のための適格性と独立性のチェックリスト雛形は、内部監査部門長が外部評価者の適格性と独立性の要件の理解を深めることができるように具体的に例示しているものであり、その使用や加工は内部監査部門長の判断による。内部監査部門長は雛形を鵜呑みにせず、基準と実践要綱にある適格性と独立性の要件を十分理解し、自組織に合った外部評価者を選任する責任がある。

内部監査部門長は外部評価の提供者が開示できる評価者に関する情報やそのタイミングを十分事前に確認することが必要である。

また内部監査部門長は入手した情報の取り扱いについて細心の注意を払う責任がある。

外部評価者選任のための適格性と独立性のチェックリスト雛形
図表18　シート１　品質評価リーダ個人適格性チェックリスト…品質評価リーダごと１枚

図表19　シート２　品質評価メンバ個人適格性チェックリスト…品質評価メンバごと１枚

図表20　シート３　適格性付加的考慮事項（業種・規模・その他の専門性）
チェックリスト…品質評価チーム共通

図表21　シート４　独立性チェックリスト…………………………品質評価チーム共通
図表18　シート１　品質評価リーダ個人適格性チェックリスト例
　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品質評価チームリーダ　1枚作成
	シート１　品質評価リーダ個人適格性チェックリスト

	１
	内部監査／品質評価の経験（まとめ）
	内部監査実務経験　　　　年
	内部監査マネジメント経験　年
	外部評価経験　　年　　回

	２
	内部監査保有資格
	ＣＩＡ　　　年　　月公認
	ＣＣＳＡ　　年　　月公認
	ＣＦＳＡ  　　年　月公認

	
	
	ＣＩＳＡ　　年　　月公認
	ｼｽﾃﾑ監査技術者　年　合格
	その他

	３
	品質評価講習会修了
	コース名
	年　　月　修了
	

	４
	内部監査実務経験
	
	
	

	①
	基本情報


	組織体名称

組織体規模（人数）


	内部監査部門名称

内部監査部門規模（人数）
	業種
　　年～　年　　年間在籍

	②
	個別監査経験


	個別監査責任者　　回＊１
	個別監査担当者　　回＊２
	　年～　　年　　年間

	③
	内部監査部門長経験

（同等な経験）


	役職名

報告レビュー回数　回＊３
	内部監査部門での部下人数

最高経営者報告　　回＊４
	　　年～　　年　　年間

	５
	内部監査以外の

職務履歴　　
	組織体名称


	部門名　　役割
	　　年～　　年　　年間

	６
	内部監査のﾍﾞｽﾄﾌﾟﾗｸﾃｨｽへの精通度合い
	程度、説明
	
	

	７
	最新かつ深い基準の知識
	程度、説明
	
	

	８
	その他特筆すべき
内部監査の専門性
	具体的な活動や経験
	
	

	９
	外部評価経験
	
	
	

	①
	基本情報


	所属する法人プロバイダ名
	役職名
	

	②
	外部評価経験


	外部評価リーダ　　　　回
	外部評価メンバ　　　　回
	　年～　　年　　年間

	③
	外部評価の対象


	主な対象産業
	主な対象組織体の規模　
	主な対象監査部門の規模


＊１　個別の内部監査の責任者として監査を実施し、監査報告書を作成した回数

＊２　個別の内部監査の担当者として監査を実施した回数

＊３　内部監査部門のマネジメントとして個別の内部監査を監督、報告書をレビューした回数

＊４　内部監査部門のマネジメントとして最高経営者などに報告した回数

図表19　シート２　品質評価メンバ個人適格性チェックリスト例
　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　品質評価チームメンバ　個人ごとに1枚作成
	シート２　品質評価メンバ個人適格性チェックリスト

	１
	内部監査／品質評価の経験（まとめ）
	内部監査実務経験　　　　年
	内部監査マネジメント経験　年
	外部評価経験　　年　　回

	２
	内部監査保有資格
	ＣＩＡ　　　年　　月公認
	ＣＣＳＡ　　年　　月公認
	ＣＦＳＡ  　　年　月公認

	
	
	ＣＩＳＡ　　年　　月公認
	ｼｽﾃﾑ監査技術者　年　合格
	その他

	３
	品質評価講習会修了
	コース名
	年　　月　修了
	

	４
	内部監査実務経験
	
	
	

	①
	基本情報
	組織体名称

組織体規模（人数）


	内部監査部門名称

内部監査部門規模（人数）
	業種
　　年～　年　　年間在籍

	②
	個別監査経験


	個別監査責任者　　回＊１
	個別監査担当者　　回＊２
	　年～　　年　　年間

	③
	内部監査部門長経験

（同等な経験）
	役職名

報告レビュー回数　回＊３


	内部監査部門での部下人数

最高経営者報告　　回＊４
	　　年～　　年　　年間

	５
	内部監査以外の

職務履歴　　
	組織体名称


	部門名　　役割
	　　年～　　年　　年間

	６
	内部監査のﾍﾞｽﾄﾌﾟﾗｸｸﾃｨｽへの精通度合い
	程度、説明
	
	

	７
	最新かつ深い基準の知識
	程度、説明
	
	

	８
	その他特筆すべき内部監査の専門性
	具体的な活動や経験
	
	

	９
	外部評価経験
	
	
	

	①
	基本情報


	所属する法人プロバイダ名
	役職名
	

	②
	外部評価経験


	外部評価リーダ　　　　回
	外部評価メンバ　　　　回
	　年～　　年　　年間

	③
	外部評価の対象


	主な対象産業
	主な対象組織体の規模　
	主な対象監査部門の規模


＊１　個別の内部監査の責任者として監査を実施し、監査報告書を作成した回数

＊２　個別の内部監査の担当者として監査を実施した回数

＊３　内部監査部門のマネジメントとして個別の内部監査を監督、報告書をレビューした回数

＊４　内部監査部門のマネジメントとして最高経営者などに報告した回数

図表20　シート３　適格性付加的考慮事項（業種・規模・その他の専門性）チェックリスト例
品質評価チームで1枚作成

	シート３　適格性付加要件（業種・規模・その他の専門性）チェックリスト


	評価者氏名＝＝＞
	１
	２
	３
	４
	５

	１
	評価対象の内部監査部門の所属する組織体の業種に見合う、評価者の

業務経験


	経験業種

経験組織体の規模

経験業務

経験年数


	
	
	
	

	２
	評価対象の内部監査部門の規模に見合う、評価者の内部監査部門経験


	経験業種

経験した内部監査の規模

経験業務

経験年数


	年
	年
	年
	年

	３
	情報技術の実務経験
	年
	年
	年
	年
	年

	
	(必要に応じて)

	
	
	
	
	

	４
	情報技術監査の実務経験
	年
	年
	年
	年
	年

	
	(必要に応じて)

	
	
	
	
	

	５
	関連する技術の専門知識
	
	
	
	
	

	
	(必要に応じて)

	
	
	
	
	


＊　チーム員が５名以上の場合は、もう１枚記入して添付する。

図表21　シート４　独立性チェックリスト例
Ａ～Ｃにチェック内容を区分してある。該当する欄をチェックする。

Ａ：品質評価提供者（会計事務所など）から外部評価を受ける場合のチェック

Ｂ：ピア・レビューで外部評価を相互に行う場合のチェック

Ｃ：品質評価提供者およびピア・レビューの場合の共通チェック

品質評価チームで１枚作成
	
	
	シート４　独立性チェックリスト
	独立性　　　　

弱い／強い

	Ａ
	以下を提供する監査法人等の実質的または外観としてのあらゆる利害関係
	－

	
	1
	財務諸表の外部監査
	会計監査実施　

はい／いいえ

	
	2
	ガバナンス、リスク・マネージメント、財務報告、インターナル・コントロール、そしてその他関連分野の、重要なコンサルティング業務
	重要コンサル実施　

はい／いいえ

	
	3
	内部監査部門への支援。専門的業務のプロバイダが実施した業務の重要性や総量を、検討時に考慮する必要がある。
	内部監査部門支援　

はい／いいえ

	Ｂ
	１
	ピア・レビューの協定によって生じる、実質的な、または外見的な対立。3つ、またはそれ以上の組織体による（例：同一業界、他の類似的なグループ、地域的な協会、または他のグループ－－前述の「関連する組織体」の定義により排除されるべき例外を除く）。ピア・レビューの協定は、独立性の懸念を緩和するように組成されるかもしれないが、独立性の問題が起らないことが確実になるように注意しなくてはならない。
2つの組織体間のピア・レビューは、独立性の基準を満たさない。
	対立の存在　　

はい／いいえ

独立性問題を防止

いいえ／はい

2組織間

はい／いいえ

	Ｃ
	1
	評価を実施する個人は、評価を受ける内部監査部門が所属する組織体から独立しており、実質的または外見的にあらゆる利害関係を持たない。
ここでいう「組織体から独立」とは、内部監査部門が所属する組織体の一部でないこと、または、その組織体のコントロール下にないことを意味する。適格にしてかつ独立した外部レビュー者またはレビュー・チームの選択においては、組織体または組織体の内部監査部門との、過去または現在の関係に起因する、実質的または外見的なあらゆる利害関係への考慮がなされるべきである。これには、レビュー者の内部評価への参画を含む。
	組織体から独立

いいえ／はい
利害関係　

あり／なし



	
	2
	当該組織体の別部門または関連する組織体に所属する個人は、内部監査部門から組織的に分離されているが、外部評価の目的においては独立とは見なされない。
関連する組織体とは、親の組織体（親会社）、同じ企業グループの系列組織体、または、当該組織体に対して、正式な監視、監督、または品質評価の責務を持つ組織体である場合がある。
	同組織別部門　

はい／いいえ
関連組織　　　

はい／いいえ

	
	３
	以前に組織体に勤務していた者（元従業員）が評価を実施する場合の、実質的または外見的なあらゆる利害関係。その個人が、どれだけの期間、組織体から離れていたかを考慮する必要がある。
	元従業員　　

はい／いいえ
























































































































































































































































































































・以下を提供する監査法人等の、実質的または外観としてのあらゆる利害関係


－財務諸表の外部監査


-ガバナンス、リスク・マネージメント、財務報告、インターナル・コントロール、そしてその他関連分野の、重要なコンサルティング業務


－内部監査部門への支援。専門的業務のプロバイダが実施した仕事の重要性や総量を検討時に考慮する必要がある。


・元従業員が評価を実施する場合の、実質的または外観としてのあらゆる利害関係。その個人が、組織を離れどれだけの期間が経過したかを考慮する必要がある。


・評価を実施する個人は、評価を受ける内部監査部門が所属する組織体から独立しており、実質的または外観としてあらゆる利害関係を有していない。ここでいう組織体から独立しているとは、内部監査部門が所属する組織体の一部でないこと、または、その組織体のコントロール下にないことを意味する。適格にして独立した外部評価者または評価チームの選択においては、組織体または組織体の内部監査部門との、過去または現在の関係に起因する、実質的または外観としてのあらゆる利害関係への考慮がなされるべきである。これには、評価者の内部評価への参画を含む。


・当該組織体の別部門または関連する組織体に所属する個人は、内部監査部門から組織的には分離されているが、外部評価を遂行する目的においては独立とは見なされない。関連する組織体とは、親の組織体（親会社）、同じ企業グループの系列組織体、または当該組織体に対して、正式な監視、監督、または品質評価の責務を持つ組織体の場合がある。


（４）守秘義務


外部評価者は組織体の機密事項に触れる機会を有することがある。内部監査部門長は外部評価者との契約に当たり、外部評価者の守秘義務について確認する必要がある。











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































契約





外部評価先の決定





フローは例示であり、このとおりでなくともよいが、外部評価者の選任の要件は満たす必要がある。


1. 外部評価を受ける内部監査部門は、評価業者の選定に当たり、見積書とともに外部評価者選任チェックリストの提出を要求する。(3)外部評価者選任のための適格性と独立性のチェックリスト雛形参照。雛形は必要に応じて加工してよいが、適格性の要件、独立性の要件を確認できるレベルが必要である。


2. 外部評価を受ける内部監査部門の監査部長は提出された外部評価者選任チェックリストを使い、適切な評価者か否かを①適格性の要件、②独立性の要件で確認する。


3. 評価者が適切でない場合、評価者の変更を依頼する。


4. 適切な評価者を提示した業者と最終の価格交渉を行い、合意した場合正式契約を締結する。








適格にしてかつ独立した外部評価者の選任は、外部評価を成功に導く重要な鍵である。


内部監査部門長は、次に掲げる外部評価者（検証者）の適格性と独立性の要件を十分考慮して、外部評価者を選任する必要がある。また選任に当たっては最高経営者や取締役会と相談する必要がある。


外部評価者の適格性の要件は更に（１）適格性の基本的な要件と、（２）適格性の付加的な考慮事項に区分される。


（１） 適格性の基本的な要件


適格性の基本的な要件はさらに、①評価者が個人で保有すべき要件、②評価チームリーダが（①に付加して）個人で保有すべき要件にわかれる。


評価者および評価チームリーダが、以下に列挙されている適格性の基本的な要件を個人としてすべて保有することを推奨する。


内部監査部門長は、外部評価者が推奨される適格性の基本的な要件を個人としてすべて保有しているかを確認するとともに、個人としてすべて保有していない場合、外部評価の結論にその旨を記載するよう外部評価者に求める必要がある。


①評価者は次の要件を個人ですべて保有すべきである。


・｢基準」の最新かつ深い知識を保有する、有能な公認された内部監査専門家である


・専門職としてのベストプラクティスに精通している


・内部監査の実務または関連するコンサルティングのマネージメントレベルにおける少なくとも３年以上の最近の経験がある


　②評価チームリーダは評価者の要件に加え、次の要件を個人ですべて保有すべきである。


　・外部品質評価のチームメンバとして働いた経験


・ＩＩＡの品質評価トレーニング・コースまたは同様なトレーニングの修了


・内部監査部門長または同等な内部監査部門のマネジメント経験





（２）適格性の要件の付加的な考慮事項


　適格性の付加的な考慮事項は次の通りであり、評価チームがチームとして、適格性の付加的な考慮事項を備えることが望まれる。ただし評価チームの全員が適格性の付加的な考慮事項を個人ですべて保有することまでは求めていない。


品質評価対象の監査部門が置かれた組織体の業界や規模と、品質評価者のこれまでの経験が見合うか否かを考慮する。必要な場合は品質評価に役立つ、ＩＴやＩＴ監査、組織体に関連する技術などの、専門知識や経験などを考慮する。





（３）外部評価者の独立性の要件


独立した評価者または評価チームは、実質的なまたは外観上の利害関係を持たず、対象となる内部監査部門の属する組織の一部または支配下でないことを意味する。


適格にして独立した評価者または評価チームの選択において、取締役会に相談の上内部監査部門長が判断すべき独立性に関する特記事項には次が含まれる。












































外部評価者適格性判定





外部評価者選任チェックリスト受領











図表17　外部評価者の選任フロー例
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